
積丹半島と神威岬

Shakotan  Town  Information  2025　OctoberShakotan  Town  Information  2025　October

● 積丹町議会議員選挙　新しい議員の皆さんをご紹介● 積丹町議会議員選挙　新しい議員の皆さんをご紹介

● 積丹町敬老会● 積丹町敬老会

● しゃこたん軽トラ市● しゃこたん軽トラ市

● 「子ども１１０番の家」活動にご協力を● 「子ども１１０番の家」活動にご協力を

主
な
内
容

主
な
内
容

積積丹丹半半島島とと神神威威岬岬威威威神神神神神神神ととととととと島島島島島島島島半半半半半半半半丹丹丹丹

北海道遺産北海道遺産

“元気な笑顔”いつまでも！“元気な笑顔”いつまでも！

1010月号月号

№№766766

令和７年令和７年
広報広報

= 積丹町敬老会（９月 19 日・美国町 積丹町総合文化センター）== 積丹町敬老会（９月 19 日・美国町 積丹町総合文化センター）=



積丹町

氏名（令和７年９月 14 日現在の年齢）

①居住地区　②職業　③当選回数　④党派別・
新現元別　⑤抱負　　（注）氏名掲載は届出順

議
会

議
員

選
挙

新しい議員の皆さん新しい議員の皆さん

町
民
の
信
頼
と

          

期
待
に
応
え
ま
す
！  

現
職
８
名
・
元
職
１
名
が
当
選

　

積
丹
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
９

月
14
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日

開
票
の
結
果
、
９
名
の
新
し
い
議

員
（
現
職
８
名
、
元
職
１
名
）
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

定
数
９
の
議
席
を
10
名
の
候
補

者
が
争
う
選
挙
戦
の
投
票
率
は
、

全
町
で
74
・
66
％
と
前
回
81
・

11
％
を
下
回
る
結
果
で
し
た
。

　

当
選
証
書
の
付
与
は
翌
15
日
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

吉
田
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

か
ら
一
人
一
人
に
当
選
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
９
名
の
新
議
員

は
こ
れ
か
ら
４
年
間
、
町
民
の
代

表
と
し
て
町
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

ま
す
。

◆◆◆ 候補者別得票数 （得票順） ◆◆◆

当 落 氏　名 得票数 当　落 氏　名 得票数

当 選 佐 藤 　 晃 １６０票 当 選 岩 本 幹 兒 １０５票

当 選 山 本 俊 三 １５７票 当 選 松 尾 大 樹 　８５票

当 選 海 田 一 時 １４９票 当 選 石 田 弘 美 　８４票

当 選 逢 坂 節 子 １１４票 当 選 馬 場 龍 彦 　８２票

当 選 田 村 雄 一 １１２票 落 選 笹 山 義 治 　４８票

山や
ま
も
と本

俊し
ゅ
ん
ぞ
う

三
さ
ん
（
76
）

①
美
国
町
②
会
社
従
業
員

③
５
回
④
無
所
属
・
現
職

⑤地域の大切な声を聴き、町の基幹産

業の振興をはじめ「安心安全」で幸せ

を感じ、実感の出来る夢と希望の町づ

くりのために頑張ります。

①石い
し

だ田
弘ひ

ろ

み美
さ
ん
（
65
）

①
美
国
町
②
無
職
③
２
回

④
無
所
属
・
現
職

⑤次の世代へ明るく未来のある積丹町

を我々の責任でつなげるよう精一杯頑

張ります。

②逢お
お
さ
か坂
節せ

つ
こ子

さ
ん
（
70
）

①
野
塚
町
②
無
職
③
２
回

④
無
所
属
・
現
職

⑤女性の目線から皆様の声に耳を傾

け、少子高齢化の時代とともに助け合

い心豊かに暮らし、子どもたちに自然

豊かな積丹を未来に繋
つな

げていけるよう

頑張ってまいります。

③

松ま

つ
お尾
大ひ

ろ

き樹
さ
ん
（
47
）

①
美
国
町
②
会
社
代
表

③
３
回
④
無
所
属
・
元
職

⑤人口減少が進むこの町の福祉と医療

を守り、皆様が少しでも安心して生活

していけるよう、様々な課題へ皆様と

一緒に取り組んでいきます。

⑥ 海か

い
た田

一か
ず
よ
し時

さ
ん
（
74
）

①
野
塚
町
②
農
業
③
５
回

④
無
所
属
・
現
職

⑤町民の皆様と共に農水産業・商工観

光業等の積極的な支援を目指し行動し

てまいります。

⑤ 馬ば

ば場
龍た

つ
ひ
こ彦

さ
ん
（
73
）

①
美
国
町
②
無
職
③
２
回

④
無
所
属
・
現
職

⑤農林水産・商工観光業の連携で、安

心安全、住みよいふる里づくりと、み

んなで豊かな海づくり、大切な自然を

守り緑の森づくりに頑張ります。

④

田た

む

ら村
雄ゆ

う
い
ち一

さ
ん
（
74
）

①
美
国
町
②
漁
業
③
８
回

④
無
所
属
・
現
職

⑤声をかけ合い、手を取り合い、支え

合いゆっくりと一歩ずつ。

⑦岩い
わ
も
と本

幹か

ん

じ兒
さ
ん
（
73
）

①
美
国
町
②
食
品
製
造
販

売
業
③
10
回
④
無
所
属
・

現
職

⑤「ふるさとを守りたい！」「若者に

活力を！」「高齢者にやすらぎを！」

をキャッチフレーズに決意新たにガン

バります。

⑧佐さ

と

う藤　　

晃
あ
き
らさ

ん
（
78
）

①
美
国
町
②
自
営
業
③
６

回
④
無
所
属
・
現
職

⑤誠心誠意をモットーに、町民の皆さ

んと一緒に町の現状を知り、問題課題

を考え、議会の様子を常に町民の皆さ

んに、お伝え出来るように致します。

⑨

当日の有権者数

（人）

男 女 合計

681 799 1,480

投票者数

（人）

男 女 合計

500 605 1,105

投票率 （％） 男 女 合計

（今回） 73.42 75.72 74.66
（前回） 81.11 81.12 81.11

◆◆◆ 投票結果 ◆◆◆

議
会
議
会

議
員
議
員
議
員
議
員

選
挙
選
挙
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　高齢者の方々の長寿と健康を祝う「積丹町敬老会」

（鎌田淳史実行委員長）が 9 月 19 日、町総合文化セ

ンターで華やかに開催されました。

　今年の敬老対象者は、昭和 25 年 9 月 30 日以前に

生まれた 75 歳以上の方々で、新たに 38 名が加わり

ました。

　町全体で 501 名の対象者のうち 78 名が当日出席

しました。

　今年 88 歳の米寿を迎えられた 16 名のうち、出席

者・林京子さん（美国町）へ松井町長から祝品が贈

られ、長寿の節目を祝いました。（＝表紙写真＝）

　祝宴では、びくに保育所の園児による歌と遊戯、

婦人会の方々や敬老者自身による歌や舞踊も披露さ

れ、会場に拍手や歓声が響きわたり、参加者は友人

とのつかの間の歓談と交流を楽しみ、またの再会を

約束していました。

　出席者の最長寿者は、97 歳の久世文子さん ( 美国

町 )でした。

　皆さんの末永いご長寿とご健康をお祈りします。

～ 501 名の長寿を祝福～

びくに保育所園児「よさこいソーラン」

しゃこたん　軽トラ市
～特産品を求め、来場者でにぎわう～

９
月
６
日
、
美
国
小
泊
海
岸
で

積
丹
町
商
工
会（
馬
場
龍
彦
会
長
）

が
主
催
す
る
『
し
ゃ
こ
た
ん
軽
ト

ラ
市
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
に
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン

ト
は
６
回
目
と
な

り
、
今
回
は
農
業

者
や
飲
食
店
な
ど

町
内
７
事
業
所
が

参
加
。
ジ
ャ
ガ
イ

モ
や
カ
ボ
チ
ャ
、

色
鮮
や
か
な
パ
プ

リ
カ
な
ど
の
新
鮮

な
野
菜
が
販
売
さ

れ
、
旬
の
魚
介

類
、
焼
き
そ
ば
や

ク
レ
ー
プ
、
町
内

特
産
品
等
を
求
め
、
町
内
外
か
ら
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
モ
ル
ッ
ク
体
験
ス
ペ
ー

ス
が
隣
接
し
、
大
人
も
子
ど
も
も
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

しゃこたん　軽トラ市しゃこたん　軽トラ市

積丹町敬老会積丹町敬老会積丹町敬老会積丹町敬老会
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地
域
で
守
る
子
ど
も
の
安
全

地
域
で
守
る
子
ど
も
の
安
全

「
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
」
活
動
に
ご
協
力
を

「
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
」
活
動
に
ご
協
力
を

　

警
察
庁
で
は
、
子
ど
も
が
助
け
を

求
め
て
き
た
と
き
に
、
そ
の
子
ど
も

を
保
護
し
、
警
察
・
学
校
・
家
庭
な

ど
へ
連
絡
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
「
子
ど

も
一
一
〇
番
の
家
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

積
丹
町
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
登
下
校
時
や
放
課
後
等

の
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
、

地
域
に
お
い
て
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
る
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
18
年
度
よ
り
「
子

ど
も
一
一
〇
番
の
家
」
と
し
て
、
広

く
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
的
変
化
に

よ
る
協
力
先
の
転
居
や
、
掲
示
ス

テ
ッ
カ
ー
の
劣
化
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
度
、
余
市
警
察
署
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
地
域
の
協
力
体
制

の
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
く
「
子
ど
も

一
一
〇
番
の
家
」
登
録
先
は
、
美
国

駐
在
所
管
内
12
件
、
入
舸
駐
在
所
管

内
７
件
、
余
別
駐
在
所
管
内
９
件
の

計
28
件
で
す
。

　

登
録
先
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の

地
区
の
「
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
地
区
の
登
録
先
マ
ッ
プ

は
町
Ｈ
Ｐ
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

９
月
１
日
～
５
日
ま
で
、

美
国
小
学
校
で
は
、
北
海
道

教
育
大
学
札
幌
校
の
教
育
実

習
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
実
習
は
、
へ
き
地
の

学
校
と
子
ど
も
、
地
域
の
実

際
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
教
育
課
程
、
指
導
方
法
な
ど
の

特
色
を
実
地
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
へ
き
地
教
育
の
向
上
発
展
に
対

す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
北
海
道
教
育
大
学
が
行
う
「
へ

き
地
校
体
験
実
習
」
と
し
て
実
施
さ

れ
、
同
大
学
と
相
互
協
力
協
定
を
結

ぶ
積
丹
町
で
は
、
４
回
目
の
受
け
入

れ
と
な
り
ま
し
た
。

道
教
育
大
学
・
教
育
実
習
生
２
名
来
町

道
教
育
大
学
・
教
育
実
習
生
２
名
来
町

児
童
と
ふ
れ
合
う
１
週
間

児
童
と
ふ
れ
合
う
１
週
間

▲
こ
ち
ら
か
ら
、
町

Ｈ
Ｐ
掲
載
画
面
を
閲

覧
可
能
で
す
。

　

期
間
中
は
、
大
学
２
年
生
の
２
名

の
実
習
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
１
年
生
・

３
年
生
の
ク
ラ
ス
を
担
当
し
、
授
業

観
察
や
学
習
指
導
補
助
を
中
心
と
し

た
実
習
を
行
い
な
が
ら
、
休
み
時
間

に
は
幅
広
い
学
年
の
児
童
と
ふ
れ
合

う
機
会
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
習
生
か
ら
は
、
「
可
愛
い
子
ど

も
た
ち
と
ふ
れ
合
い
な
が
ら
、
あ
っ

と
い
う
間
の
１
週
間
で
し
た
」
と
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
小
規
模
校
の
教

育
へ
の
理
解
を
深
め
た
、
有
意
義
な

実
習
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

実
習
最
終
日
に
は
、
神
田
秀
樹
校

長
よ
り
「
教
員
と
な
っ
て
美
国
小
学

校
へ
戻
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
」
と

の
声
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

教
員
を
目
指
す
２
名
の
実
習
生
の

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

◆町内小・中学校行事のお知らせ◆

　　４日（土）　美国中学校「学校祭」

　１１日（土）　余別小学校「学芸会」

　１８日（土）　美国小学校「学習発表会」

　２６日（日）　日司小学校「学芸会」

皆さんのお越しをお待ちしています！

▶
「
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
」

  

掲
載
ス
テ
ッ
カ
ー
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４
年
連
続
４
回
目
の
開
催

「
祭
の
音お

と

２
０
２
５
」

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
助
成
事
業
の
事
例
紹
介

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
助
成
事
業
の
事
例
紹
介

 
＝＝ 

住
民
参
画
の
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
活
動

住
民
参
画
の
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
活
動 

＝＝

　

令
和
７
年
度
の
「
ウ
ニ
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
祭
の
音お
と

２
０
２
５
」
を

紹
介
し
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
く
学
ぶ

「
ウ
ニ
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

ウ
ニ
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

積
丹
町
の
観
光
資
源
の
柱
・
ウ
ニ
を

「
食
」
以
外
の
視
点
か
ら
も
注
目
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
令
和
３
年

度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
５
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
町
内
の
水
産
業
に
か
か
わ

る
人
々
の
活
動
や
取
り
組
み
の
現
状

を
、
町
内
外
の
子
ど
も
か
ら
大
人
、

企
業
ま
で
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

し
て
幅
広
く
理
解
を
深
め
ら
れ
る
内

容
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

Ｓし

ゃ

こ

た

ん

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
海う

み
も
り森

学
校

（
小
山
彩
由
里
代
表
）
主
催
で
「
お

魚
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
」
を
８
月
２
日
に

開
催
。
ヒ
ト
デ
や
ウ
ニ
の
身
近
な
生

き
物
か
ら
、
め
っ
た
に
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
沖
に
生
息
す
る
魚
が
大
集

合
し
ま
し
た
。

　

小
山
代
表
は
、
「
生
き
も
の
に
限

ら
ず
自
然
と
仲
良
く
な
る
方
法
を
自

ら
見
つ
け
出
し
楽
し
む
姿
に
『
積

丹
っ
子
』
ら
し
い
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
る
と
共
に
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
る
意

義
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
す
。」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

10
月
17
日
に
は
、
積
丹
町
の
海
と

森
の
未
来
を
地
域
で
考
え
る
「
海
森

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
５
」、
10
月
下
旬
に
「
積
丹

産
ブ
ラ
ン
ド
鰤ぶ

り

・
鰤し

ほ

う宝
ツ
ア
ー
」
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
詳
細

は
、
海
森
学
校
Ｈ
Ｐ
:https://

umimori.club/

の
活
動
レ
ポ
ー
ト

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

「
積
丹
を
盛
り
上
げ
た
い

！
」
と
令
和
４
年
に
始
ま
っ

た
「
祭
の
音
」
は
４
回
目
。

主
催
団
体
の
積
丹
町
祭
の

音
実
行
委
員
会
（
五
十
嵐

慎
一
郎
委
員
長
）
は
、
８
月

30
日
に
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た

ん
前
駐
車
場
で
「
祭
の
音

２
０
２
５
」
を
開
催
。

　

ソ
ー
ラ
ン
節
発
祥
の
地
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
積
丹
町
鰊
場

音
頭
保
存
会
や
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

チ
ー
ム
の
演
舞
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
会
場
を
盛
り
上
げ
、
会
場
中
央

に
設
置
し
た
や・

・

・

ぐ
ら
を
囲
む
よ
う
に

積
丹
町
商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
が

つ
く
る
「
浜
鍋
」
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

も
出
店
さ
れ
、
地
域
住
民
と
観
光
客

が
一
緒
に
楽
し
む
場
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
第
１
回
か
ら
恒
例
の

「
シ
ャ
コ
タ
ニ
ア
ン
音
頭
」
は
、
町

内
に
浸
透
し
、
年
々
踊
れ
る
人
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
野
塚
町
の
夜
空
へ
大

輪
の
花
火
が
咲
き
誇
り
、
歓
声
と
共

に
祭
典
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
北
海
学
園
大
学
経
済
学

部
（
札
幌
市
）

西
村
宣
彦
教
授
の
ゼ
ミ

学
生
13
名
も

ブ
ー
ス
を
出
し

て
盛
り
上
げ
に

一
役
。
学
生
た

ち
の
企
画
は
、

旧
野
塚
小
学

校
で
の
積
丹
ブ

ル
ー
を
風
船
で

イ
メ
ー
ジ
し
た

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
開
設
、
教
室

を
使
っ
た
脱
出

ゲ
ー
ム
運
営
、
地
図
と
コ
ン
パ
ス
を

手
に
制
限
時
間
内
に
よ
り
多
く
の

「
名
所
」を
回
っ
て
も
ら
う
野
外
ゲ
ー

ム
な
ど
。
日
没
後
は
、
岬
の
湯
し
ゃ

こ
た
ん
建
物
内
に
あ
る
屋
外
ス
ペ
ー

ス
「
夕
日
テ
ラ
ス
」
で
、
衰
退
す
る

熱
海
温
泉
の
活
性
化
を
目
指
し
制
作

さ
れ
た
娯
楽
映
画
「
温
泉
シ
ャ
ー
ク
」

の
上
映
会
も
行
い
ま
し
た
。
学
生
ら

は
来
場
者
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
な
が

ら
、
地
域
お
こ
し
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
て
い
る
様
子
で
し
た
。

令和７年度

　
町
で
は
、
今
年
も
助
成
団
体
・
事

業
者
に
よ
る
公
開
事
業
報
告
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

広報しゃこたん令和７年 10 月号
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　令和６年中に全国で発生した漁船の事故隻数は 464 隻で、前年に比べ 56 隻増加

しています。

　船舶事故種類別では、※運航不能 199 隻（43％）が最も多く、次いで衝突 99 隻

（21％）、転覆 47 隻（10％）の順となっています。

（※運航不能：無人漂流、推進器故障、舵
かじ

故障、機関故障などにより、船舶の航行に支障が生じたもの）

小樽海上保安部便り小樽海上保安部便り NO.46

増
加
す
る
秋
の
被
害
に
備
え
る
！

増
加
す
る
秋
の
被
害
に
備
え
る
！

　

ク
マ
対
策
合
同
訓
練

ク
マ
対
策
合
同
訓
練

　

９
月
11
日
、
警
察
・
消
防
・
町
・
猟
友

会
か
ら
総
勢
26
名
が
参
集
し
、
美
国
町
住

宅
街
で
、
高
齢
の
男
性
が
ヒ
グ
マ
に
襲
わ

れ
負
傷
し
た
と
付
近
の
住
民
か
ら
１
１
９

番
通
報
が
あ
っ
た
状
況
を
想
定
し
た
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
支
署
で
地
図
な
ど
を
使
用
し

た
机
上
訓
練
や
ク
マ
被
害
時
に
お
け
る
各

関
係
機
関
の
連
絡
体
制
の
確
認
。
ま
た
、

猟
友
会
に
よ
る
ク
マ
の
習
性
に
つ
い
て
講

義
を
受
け
ま
し
た
。

火災 救急 救助 その他

Ｒ７．８月 １ １７ ２ ４

Ｒ７年累計

（1～８月）
２ ８６ ４ ２３

Ｒ６年 ０ １２４ １３ ２９

■積丹支署各種出動状況 （単位：件）

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
ュ
ー
ス

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
ュ
ー
ス

消
防
ニ
ュ
ー
ス

　

後
半
は
、
机
上

で
学
ん
だ
内
容
を

実
践
す
る
実
動
訓

練
を
実
施
。

　

警
察
は
、
付
近

道
路
の
封
鎖
対

応
、
町
は
、
近
隣

住
民
へ
注
意
喚
起

や
外
出
を
控
え
る

よ
う
広
報
、
猟
友

会
は
、
傘
を
猟
銃

に
見
立
て
て
周
囲

の
ク
マ
を
警
戒
。

消
防
は
、
猟
友
会

が
ク
マ
の
警
戒
を

行
っ
て
い
る
間
に

救
急
隊
３
名
、
消

防
隊
２
名
で
負
傷

し
た
傷
病
者
を
車

内
収
容
し
ま
し

た
。
前
半
の
机
上

訓
練
時
に
各
関
係

機
関
で
入
念
に
打

合
せ
を
行
っ
た
た

め
、
円
滑
な
連
携

が
実
現
し
、
救
急

隊
降
車
か
ら
、
約
30
秒
程
度
で
傷
病
者
を
車

内
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
ク
マ
対
策
合
同
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
町

内
で
は
ク
マ
の
出

没
が
頻
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
継
続
的
な
訓

練
と
日
頃
の
備
え

の
重
要
性
な
ど
の

課
題
を
確
認
し
ま

し
た
。

■積丹支署各種出動状況

し
ま
し
た
が
、
町

内
で
は
ク
マ
の
出

没
が
頻
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
継
続
的
な
訓

練
と
日
頃
の
備
え

の
重
要
性
な
ど
の

課
題
を
確
認
し
ま

（単位：件）

　

今
回
初
め
て
ク
マ
対
策
合
同
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
町

　このうち、衝突の原因別では、見張り不十分

68 隻（69％）が最も多く、次いで操船不適切 15

隻（15％）、居眠り運航８隻（８％）の順となっ

ています。

　漁船の衝突事故での見張り不十分の要因とし

ては、１人乗りの漁船による自動操舵
だ

中の漁労

作業や魚群探知機等の計器を注視したままの操

船など、相手船を認識せずに事故に至るケー

スが非常に多くなっています。

 このことからも、漁船の運航中は漁労にともなう作業に傾注することなく、

目視やレーダーなどを活用し、常時見張りを徹底することが大切です。

　また、自船に近づく船を発見した場合は、早めに避航動作をとりましょう！

99 隻

漁船事故の発生件数

広報しゃこたん令和７年 10 月号
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まちまち の 日記帳日記帳
  ８
    　23

いいもの、いいこと、うまいもの紹介！

　町観光協会は、大和ハウスプレミストドーム（札幌市）で

開催された「STVどさんこフェスティバル大ほっかいどう祭

inプレミストドーム」に出展しました。

　北海道内各地の魅力が集まった会場は、２日間で約３万人

の来場で大盛況でした。

　当日は『うにどん』も参加し、大人から子どもまで多くの

人とふれあい、今回も大好評でした。

　このほか、まるっとカルデラ農村フェス（赤井川村）、赤

れんがふるさとフェスタ（札幌市）、よいち大好きフェス

ティバル（余市町）のイベントにも参加し、町のPRに努めて

います。

（一社）積丹観光協会「大ほっかいどう祭」出展

　後志地区老人クラブ連合会と喜茂別町老人クラブ連合会の

共同開催で「第５回親睦パークゴルフ交流会」が喜茂別町で

開催されました。

　積丹町から老人クラブ会員３名（熊
く ま も と か ず こ

本和子さん、原
は ら だ

田京
きょうこ

子

さん、水
み ず の

野勝
かつへい

平さん）が参加し、総勢87名の参加者が日頃の

練習の成果を存分に発揮しました。

　参加者は、パークゴルフを通じて他町村の会員との交流を

深めるとともに、心の豊かさ、生きがい、自身の健康づくり

を図りました。

積丹町老人クラブ連合会
「第５回後志地区老人クラブ親睦パークゴルフ交流会」

　道内有数の観光地・積丹町の繁忙シーズンも落ち着き、町

民の皆さんや町職員、関係各所約120人で町内各地区の海岸

線で町主催の清掃活動を実施しました。

　観光トイレの維持費やポイ捨てゴミの収集経費など海岸

線を中心とした美化清掃費の町負担額は、年間2,100万円を

超えています。42kmにわたる町の海岸線の清掃活動を通じて、

地域住民と観光客に環境美化意識の高揚を求め、観光客等の

ごみの減量化や不法投棄の未然防止に向けて、引き続き「美

しい景勝地・積丹町」の維持・継続に向けて取り組みます。

美しい景観をいつまでも後世に
ゴミ持ち帰り運動「クリーン作戦」   

  ９
    10

  ９
     ４

  ８
    　24
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各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

①
【
一
般
曹
候
補
生
】

②
【
自
衛
官
候
補
生
】

◆
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

◆
受
験
期
間

　

①
９
月
16
日
㈫
～
11
月
21
日
㈮

　

②
10
月
14
日
㈫
～
11
月
６
日
㈭

◆
試
験
内
容

　

①
筆
記
試
験
、
作
文
、
適
性
検
査

　

②
筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
面
接
、

　
　

身
体
検
査

　

陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
、
航

空
自
衛
隊
は
、
車
両
・
船
・
飛
行
機

を
扱
う
職
種
、
職
域
等
は
１
０
０
種

類
以
上
あ
り
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
案
内
及
び
各
種
個
別
説

明
に
試
験
時
期
な
ど
詳
し
く
は
、
小

樽
地
域
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
そ
の
他
詳
し
い
内
容
も
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
小
樽
地

域
事
務
所

℡
０
１
３
４

－

22

－

5
5
2
1

●国民健康保険税　第４期

　   　　　 納期限 10 月 27 日㈪

●介護保険料　第４期

　　   　　 納期限 10 月 27 日㈪

●後期高齢者医療保険料　第４期

　　   　　 納期限 10 月 27 日㈪

今月の納期今月の納期

●町道民税　第３期

　　   　 　納期限 10 月３1 日㈮

●上下水道使用料金　９月分

　　   　   納期限 10 月３1 日㈮

●住宅使用料　10 月分

　　   　   納期限 10 月３1 日㈮

( 注 ) 口座振替をこ利用の方は、 10 月 27 日

㈪に引き落しになりますので、 前日までに残高

の確認をお願いします。

【問合わせ先】役場税務課　TEL44-3384

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

次
の
と
お
り
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◆
日
時

　
10
月
１
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場
所

　
俱
知
安
保
健
所
余
市
支
所

【
問
合
わ
せ
先
】

俱
知
安
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支

援
係

℡
０
１
３
６
ー
23
ー
１
９
５
７

戸
建
て
木
造
住
宅
を
無
料
で

耐
震
診
断
し
ま
す

　

戸
建
て
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
た

無
料
耐
震
診
断
窓
口
を
各
（
総
合
）

振
興
局
に
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

自
宅
の
耐
震
診
断
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
耐
震
診
断
申
込
書
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
窓
口
あ
て
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
町
建
設
課
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】

●
２
階
建
て
以
下
で
延
べ
床
面
積

５
０
０
㎡
以
下
の
戸
建
て
木
造
住
宅

●
申
込
者
が
当
該
戸
建
て
住
宅
の
所

有
者
又
は
居
住
者
で
あ
る
こ
と

●
建
築
年
次
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
診
断
方
法
】

●
対
象
住
宅
の
図
面
（
寸
法
の
わ
か

る
平
面
図
、
仕
上
げ
表
な
ど
）
に
よ

り
実
施
し
ま
す
。

●
現
地
調
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
問
合
わ
せ
先
】

後
志
総
合
振
興
局
建
設
指
導
課

建
築
住
宅
係

℡
０
１
３
６
ー
23
ー
１
３
７
３

　
10
月
は
「
不
正
軽
油
防
止
強
化
　

月
間
」
で
す

　

「
不
正
軽
油
」
と
は
、
軽
油
に
灯

油
や
重
油
な
ど
混
ぜ
た
「
混
和
軽
油
」

や
軽
油
以
外
の
石
油
製
品
を
混
ぜ
合

わ
せ
た
「
製
造
軽
油
」
な
ど
を
い
い

ま
す
。

　

不
正
軽
油
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
燃

料
用
と
し
て
販
売
又
は
使
用
し
ま
す

と
軽
油
引
取
税
の
脱
税
行
為
と
な
り

ま
す
。

  

北
海
道
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽

油
防
止
強
化
月
間
」
と
し
、
不
正
軽

油
を
「
作
ら
な
い
」・「
売
ら
な
い
」・

「
買
わ
な
い
」・
「
使
わ
な
い
」
を
合

言
葉
に
、
不
正
軽
油
撲
滅
の
取
り
組

み
を
し
ま
す
。

  

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
次
の
と
こ
ろ
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

小
樽
道
税
事
務
所
課
税
課

℡
０
１
３
４
ー
23
ー
９
４
９
２

　
無
料
法
律
相
談
所
開
設

　

次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
15
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
定
員　

６
人

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

余
市
町
役
場
総
務
課

℡
０
１
３
５
ー
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

道
央
圏
域
木
育
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
小
樽

　

毎
年
道
央
圏
域
（
石
狩
・
空
知
・

後
志
・
胆
振
・
日
高
）
各
地
で
開
催

し
て
い
る
道
央
圏
域
木
育
フ
ェ
ス
タ

を
、
今
年
度
は
後
志
管
内
で
開
催
し

ま
す
。
北
海
道
が
認
定
し
た
木
育
マ

イ
ス
タ
ー
に
よ
る
様
々
な
木
工
ク
ラ

フ
ト
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
森
林
や
木
材
関
連

機
関
の
出
展
も
あ
り
ま
す
。
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
19
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
半
～
正
午
、

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
半

◆
場
所　

ウ
イ
ン
グ
ベ
イ
小
樽
５
番

　
　
　
　

街
１
階
ネ
イ
チ
ャ
ー
チ
ャ

　
　
　
　

ン
バ
ー

【
問
合
わ
せ
先
】
　
後
志
総
合
振
興
局

産
業
振
興
部
林
務
課(

木
育
推
進)

℡
０
１
３
６
ー
22
ー
１
１
５
３
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積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町
地域おこし協力隊地域おこし協力隊がつくるがつくる

町おこし広報町おこし広報 Ｖｏｌ .13

～町内８団体 ・事業所に 12 名～～町内８団体 ・事業所に 12 名～

地域おこし協力隊員の地域おこし協力隊員の
半年の活動レポート半年の活動レポート【【第１弾】第１弾】

　『地域おこし協力隊』は、町外から人材を受け入

れさまざまな町の活性化活動を通じて定住を図り、

地域力の維持・強化を目指す国の制度です。

　現在、12 名の地域おこし協力隊員が活躍中です。

　各隊員の活動内容や今後の目標などをお知らせ

します。

　　【㈱しゃこまる】

　　（３年目）

【㈱ SHAKOTAN GO】

（３年目）

新新し
ん
か
い

し
ん
か
い海海　

萌萌も
え
か

も
え
か香香 

さ
ん
さ
ん

　【AK Konzern ㈱】

　（３年目）

　　【㈱ Y’ｓＡＰ】

　　（３年目）

　　【㈱流山】

　　（２年目）

神威ファームのグランピング事業は

３年目を迎え、常連や連泊客も増え

てきました。この場所ならではの魅

力を感じて、無料のキャンプ場があ

る中から選んでいただいていると

思っています。来年は冬も快適に過

ごせるよう、電気や空調を備えた

ドームテントを設置する予定です。

地域の皆さまにあたたかく見守って

いただけると幸いです。

山山や
ま
し
た

や
ま
し
た下下

ち
ひ
ろ

ち
ひ
ろ 

さ
ん
さ
ん

育児休暇を終え、ランチ営業と民泊、

加工業を中心に活動しています。５

～９月は、月に 1回ハーブ農園 (旭

川市 )の農泊に参加し、学んだハー

ブの育成や加工を今後の活動に活か

します。秋からのレストラン再開と

来年に向けた準備します。魚の仕入

れが困難な状況なので、ハーブやそ

の他商品でネット通販を中心に店舗

も使いながら活動予定です。

井井い
の
う
え

い
の
う
え上上　

和和か
ず
や

か
ず
や也也 

さ
ん
さ
ん

この夏、キャンプ場がようやくオー

プンしました。限られた人員で運営

や維持管理を行うため、広報活動ま

で手が回っていませんが、古いトイ

レを全て洋式に新調したり、シャ

ワーも 4 室完備し、段々と快適に

なっています。今後は、階段での荷

物運びの大変さをなんとか解決する

べく知恵を絞って取り組みます。

窪窪く
ぼ
た

く
ぼ
た田田　

伶伶れ
い
と

れ
い
と人人 

さ
ん
さ
ん

岬の湯しゃこたんで経営改善や運営

強化に取り組みつつ、温泉ウェディ

ングというチャレンジをしました。

また、祭の音や baobao 合同会社代

表として事業・地域連携に注力して

います。10 月は、積丹の魅力を伝

える展覧会を開催します。土地を知

り、「ない」ことの豊かさを感じ、

愛をもって今後も挑戦を続けます。

金金か
な
だ

か
な
だ田田　

学学
さ
と
る

さ
と
る 

さ
ん
さ
ん

積丹で育った羊を「積丹しおかぜ羊」

と称して、ジンギスカンで提供して

います。この夏も、町外からお客様

が食べに来てくれています。

今後は町外だけでなく、町民の方か

らも親しんでもらい、積丹町名物の

一つとして認識してもらえるよう活

動していきたいです。

　　【㈱流山】

　　（２年目）

峯峯み
ね
し
た

み
ね
し
た下下　

昴昴こ
う
じ

こ
う
じ志志 

さ
ん
さ
ん

私は、積丹町の昆布を羊に与えて羊

肉の生産をしています。従来の経験

を踏まえた給餌期間、量などを変え

たデータを取り、より効率よい羊肉

生産を目標に実験しています。

今後もデータを集めていき、より風

味が乗り安価な羊肉を生産して気軽

に楽しめるようにしたいです。

広報しゃこたん令和７年 10 月号
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交通安全はみんなの願い

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

５日（日）脳神経外科よいち汐風クリニック 余市町大川町 21-5566

12日（日）わ た な べ 内 科 医 院 余市町大川町 22-3989

13日（月）北 郷 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 余市町大川町 23-5533

19日（日）勝田内科皮フ科クリニック 余市町大川町 22-3843

26日（日）中 島 内 科 余市町黒川町 22-3866

10月の余市管内休日当番病院等

■
発

行
・編

集
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企

画
課
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／
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３㈮
●リフレッシュ学級・町民文化教室
　「スマホ＆情報アプリ教室」
（B＆G海洋センター ミーティングルーム）

14 ㈫ ●第41回町内ゲートボール大会

10 月のこよみ

世帯数／　964世帯（－４）

人　口／1,640人  （－６）

男　／　773人  （ー２）

女 ／　867人  （－４）

－ 10 月の俳句－
（美国踏青俳句会）

（ゼロ）

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

文芸だより

●転入／１人(－５）●転出／４人(－４）

●出生／０人(±０）●死亡／３人(＋２)

令和７年８月31日現在､(　)内は前月比

オ
ニ
ヤ
ン
マ
捕
り
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
り
し
猫　
　

藤
原　

わ
子

白
玉
を
曽
孫
と
丸
め
お
中
日　

　
　
　
　

　

戸
来　

和
子

道
端
の
す
す
き
頭

こ
う
べ

を
深
々
と　
　
　
　
　
　
　

河
岸　

悟
郎

大
き
め
に
白
玉
丸
む
盆
の
入い

り　
　
　
　
　

  
菊
谷　

知
子

敬
老
会
・
米
寿
祝
い
も
義あ

ね姉
が
か
な　
　

山
﨑
美
枝
子

敬
老
会
に
参
加
の
齢

よ
わ
い

と
な
り
に
け
り　
　
　

  

福
井　

新
一

診療時間：午前９時～午後５時

1
0
月
号

№
766

００

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

ふるさと納税の状況ふるさと納税の状況

ご協力ありがとうございました　

≪令和７年８月３１日現在≫

　1,906 件　28,489,000 円

全国の皆さま　

本　間　久美子　様（美国町） ３０，０００円

相　川　政　則　様（美国町） ５０，０００円

『『国勢調査国勢調査 』』実施中です実施中です
国勢調査は令和７年 10 月１日を基準

として日本国内に居住するすべての人

と世帯を対象とした統計調査です。

　国勢調査の結果は、国や地方公共団

体の各種行政施策などに活用されます。

既に調査員から各世帯へ調査票が配

布され、インターネットまたは書類で

の回答となります。

　調査回答へのご協力をお願いいたし

ます。

国勢調査の流れ国勢調査の流れ
①調査員が各世帯を訪問し、

　調査書類を配布

⇩
②インターネットまたは書類

　による回答を選択し、調

　査内容を入力または記入

⇩
③調査員が回収

（インターネット回答は回収不要）

死亡交通事故 の日

2,2782,278日達成

（令和７年９月１日現在）

慶

弔

録

斉
藤　

信
枝　

89
歳　

日
司
町

成
田　

節
子　

91
歳　

幌
武
意
町

相
川
美
津
子　

82
歳　

美
国
町

お
く
や
み
（
死
亡
）

日本年金機構からのお知らせ日本年金機構からのお知らせ

　年金事務所では、年金についての予約相談

を実施しています。ご予約の際は、基礎年金

番号のわかる年金手帳や年金証書などをご準

備のうえ、お問い合わせください。

【問合わせ先】

日本年金機構ねんきんダイヤル ℡ 0570-05-4890

広報しゃこたん令和７年 10 月号
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